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歯肉のコラーゲンは歯肉の構造を維持するのみならず，その機能の遂行 lこ重大な役割を演じている
ことは良く知られているところである。コラーゲンはそのアミノ酸組成に於いて，又オキシプロリン
やオキシリジンの如き他の蛋白には存在しないオキシアミノ酸を合む点で非常に特異な蛋白であっ
て，このものは特に創傷の治癒，骨化，炎症などの場合にその推移に重要な役割を演じているといわ
れている。
したがって歯周組織疾患の発病過程及び、治癒過程においてもコラーゲンの消長が密接に関係してい
るものと考えられる。しかし歯肉コラーゲンの生体に於ける代謝については，今迄になんら見るべき
報告がなされていない。よって歯肉コラーゲン生合成の研究を行なって歯周組織疾患の病因，治療に
反映させるための基礎的資料を得たいと考えて乙の研先を行なった。
このため本研先に於いては，モノレモット歯肉ホモゼネートを用いてコラーゲンの生合成の機作及び
その調印1機構を追求すると共に，ビタミン C とコラーゲン合成との関係をも併せて検討ーし次の椋な結
果を得た。
1) 14CーグリシンのI車内コラーゲンへのとりこみは ATP， Mg++ 及び酸系の存在を必要としその
反応は，ピユーロマイシンにより強く阻害された。
2) アクチノマイシン D はプレインキュベーションなしで 3Hーロイシンの歯肉蛋白へのとりこみを
強く阻害したが肝臓蛋白へのとりこみに対してはそれ担者切に阻害しなかった。又 3Hーウリジンの歯
肉 RNA へのとりこみもアクチノマイシン D により強く阻害された。
3) ビタミン C欠之モノレモットの歯肉では，コラーゲン合成能が低下しておりその際オキシプロリ
ン合量の低いコラーゲン前駆物質が蓄積する。この物質を正常モノレモット歯肉ホモゼネートとインキ
ュベートすると，前駆物質中のプロリンの水酸化反応が起るがこの反応はピユーロマイシンにより阻
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害されなかった口
以上を要約すると歯肉ホモゼネートは十分なコラーゲン合成能を保持しており，その合成は蛋白合
成阻害剤であるピユーロマイシン及びアクチノマイシン D によって強く阻害される口特にアクチノマ
イシン D による阻害は特徴的であってこれは歯肉コラーゲンの messenger-RNA の半減期が極めて
短いためと考えられる。又歯肉のコラーゲン合成はビタミン C欠乏に対して鋭敏であり，乙れはビタ
ミン C がプロリンの水酸化に関係しているためであることを明らかにした。
さらに従来明らかでなかったプロリンのオキシプロリンへの水酸化がペフ。チドのレベルで起ること
を強く支持する実験的根拠を提示した。
論文の審査結果の要旨
歯周病の発病過程及び治療に対する治癒過程において，歯肉コラーゲンの消長が密接に関係してい
るものと考えられる D しかし，生体における歯肉コラーゲンの代謝については，今迄みるべき報告が
なされていない。よって本研究はモノレモット歯肉ホモゼネートを用いて，コラーゲン生合成の機作な
らびにビタミン C とコラーゲン合成との関係について，検討を加えたものである。
すなわち， 14Cーグリシンの歯肉コラーゲンへのとりこみは ATP ， Mg++ および酸素の存在を必要
とし，この反応はピユーロマイシンにより強く阻害される。アクチノマイシン D はプレインキュベー
ションなしで 3Hーロイシンの歯肉蛋白へのとりこみを強く阻害するが，肝臓蛋白へのとりこみに対し
てはそれほど著明に阻害しない。また 3Hーウリジンの歯-肉 RNA へのとりこみもアクチノマイシン
D により強く阻害される。
又ビタミン C欠之モルモット歯肉では，コラーゲン合成能が低下しており，その際オキシプロリン
合量の低いコラーゲン前駆物質が蓄積される O この物質を正常モノレモット歯肉ホモゼネートとインキ
ュベー卜すると，前駆物質中のプロリンの水酸化反応が起るが，この反応はピユーロマイシンにより
阻害されないことなどを明らかにした。
著者は，以上の成績から歯肉コラーゲン生合成に対して，アクチノマイシン D による阻害が非常に
特徴的であること，又歯肉コラーゲン合成はビタミン C欠之に対して鋭敏であり，これはビタミン C
がプロリンの水酸化に関与しているためであることを明らかにした点などを考えると，本論文の価値
は高く評価されてよいと思う。
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